
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年３月 

三重県教育委員会 

 

三重県立特別支援学校 

センター的機能ガイドブック 
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はじめに 

 

 

県立特別支援学校では、特別支援教育のセンター的機能として、これまで各校が

教育部門毎（障がい種別）に蓄積してきた指導支援のノウハウに基づき、小中学校

等の主に特別支援学級の教職員の皆さんに対して指導に関する助言や教材の紹介な

どを進めてきました。また、発達障がいのある子どもたちへの支援が求められる中、

具体的な関わり方や個別の指導計画の作成などについての支援に取り組んできまし

た。 

小中学校等においても特別支援学校のセンター的機能についての理解が浸透し、

積極的に特別支援学校への支援を依頼する場面が増加するにつれて、医療や福祉な

どとの連携が不可欠な相談内容が占める割合も増えるなど、センター的機能への期

待はますます高まっています。 

そこで、特別支援学校におけるセンター的機能を県内全域で広域的・段階的に展

開していくためには、センター的機能の活用の仕方を共通化し、各特別支援学校と

各小中学校等との連携をより強化した中で進めていくことが重要であることから、

この度、センター的機能ガイドブックを作成し、改めて広く周知することとしまし

た。 

 

このガイドブックは全体を２部構成としています。 

第１部には、本県における特別支援学校のセンター的機能の概要を示してありま

す。 

第２部には、小中学校等の教職員の皆さんが実際にセンター的機能を活用する際

の手続き等が示してあり、いわゆる活用の手引きのような内容となっています。 

これまで特別支援学校のセンター的機能を積極的に活用いただいていた学校はも

とより、未活用の学校についても、まずはこのガイドブックを手にとって内容を確

認いただき、よりよい支援に結びつけていただく際の参考にしていただければと考

えます。 

県教育委員会では、今後も特別支援学校のセンター的機能の充実に向け、かがや

き特別支援学校を始めとする各特別支援学校の取組を充実・深化させるとともに、

各校間で連携して広域的・段階的な地域支援が進められるネットワークの構築を図

ってまいります。 

 

 

 

 

 

平成３１年３月            

三重県教育委員会事務局特別支援教育課 
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第１部 

三重県立特別支援学校の 

センター的機能の概要 

第１部では、県立特別支援学校

のセンター的機能について説

明します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろなスタイルで相

談に応じています。  

・電話相談  

・特別支援学校での相談  

・コーディネーターの学校  

訪問  など  

場合によっては、進路担

当、学部主事などとも連携し

て相談に応じます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年３月告示の小

学校、中学校の各学習指導要

領において、「特別支援学級

に在籍する児童（生徒）や通

級による指導を受ける児童

（生徒）については、個々の

児童（生徒）の実態を的確に

把握し、個別の教育支援計画

や個別の指導計画を作成し、

効果的に活用するものとす

る」とされています。  

 

 

 

 

本県の特別支援学校におけるセンター的機能 

 

１ センター的機能とは 

 

  特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成 29 年４月

告示）には、「特別支援学校は地域における特別支援教育のセン

ターとしての役割を果たすように努める」と示されています。 

このことについては、文部科学省「発達障害を含む障害のあ

る幼児児童生徒に対する教育支援体制整備ガイドライン」（平成

２９年 3 月）で、センター的機能の具体的内容として以下のこ

とが示されています。 

 

 

 

 

 

 

また、上記に加え、本人や保護者からの相談、職業教育や就

労に関する相談についても対応が求められており、本県では特

別支援学校のセンター的機能として次のような取組を進めてい

ます。 

 

 

〇各学校の教職員への支援機能  
〇各学校の教職員に対する研修協力機能  
〇特別支援教育に関する相談・情報提供機能  
〇個別の指導計画や個別の教育支援計画等の作成への助言
など、児童等への指導・支援機能  

〇教育、医療、保健、福祉、労働等の関係機関等との連絡・
調整機能  

〇児童等への施設設備等の提供機能  等  

【教職員・関係機関の方への支援】 

①  個別の指導計画の様式や記入の仕方、実際の指導・
支援場面への活用方法をアドバイスします。  

②  個別の教育支援計画の様式や記入の仕方、実際指
導・支援場面の目標との関連などについてアドバイ
スします。  

③  学校全体で支援する校内体制や校内委員会の在り方
についてアドバイスします。  

④ 具体的な教材や教具を紹介します。  
⑤ 教職員研修会に、講師や助言者として参加します。  

１ 

【児童生徒等・保護者の方への取組】 

① 課題やつまずいていることを明らかにします。  

②  障がいの特性や認知の特性、ニーズに応じた指導や
支援の方法、環境の整理の仕方などをアドバイスし
ます。  

③  特別支援学級や特別支援学校を含む就学や転学の相
談に応じます。  

④ 進路や卒業後の就労の相談に応じます。  
⑤  福祉や医療等の他機関への支援の橋渡しに関する相

談に応じます。  





県立特別支援学校 

部門  学校名  所在地  電話番号  

視覚障がい  盲学校  〒514-0819 津市高茶屋四丁目 39-1 059-234-2188 

聴覚障がい  聾学校  〒514-0815 津市大字藤方 2304-2 059-226-4774 

知的障がい  

くわな特別支援学校  〒511-0811 桑名市大字東方字尾弓田 1073 0594-87-6061 

特別支援学校  

西日野にじ学園  
〒510-0943 四日市市西日野町 4070-35  059-322-2558 

稲葉特別支援学校  〒514-1252 津市稲葉町字上野 4101 059-252-1221 

特別支援学校  

玉城わかば学園  
〒519-0427 度会郡玉城町宮古 726-17 0596-58-2716 

杉の子特別支援学校  

石薬師分校  
〒513-0012 鈴鹿市石薬師町字寺東 452 059-373-2727 

松阪あゆみ特別支援学校  〒515-0044 松阪市久保町 1846-195 0598-30-8170 

知的障がい  

肢体不自由  

杉の子特別支援学校※  〒513-0004 鈴鹿市加佐登三丁目 2-2 059-379-1611 

特別支援学校  

伊賀つばさ学園  
〒518-0616 名張市美旗町南西原 229-2 0595-67-1050 

特別支援学校  

東紀州くろしお学園  
〒519-4327 熊野市金山町 2496 0597-89-2623 

特別支援学校  

東紀州くろしお学園  

おわせ分校  

〒519-3637 尾鷲市光ヶ丘 28-61 0597-23-1531 

肢体不自由  

特別支援学校  

北勢きらら学園  
〒512-1203 四日市市下海老町字高松 161 059-327-0541 

城山特別支援学校  〒514-0818 津市城山一丁目 5-29 059-234-3431 

度会特別支援学校  〒516-2102 度会郡度会町大野木 1825 0596-62-0001 

かがやき特別支援学校  

草の実校  
〒514-0125 津市大里窪田町 340-5 059-253-2036 

病弱  

かがやき特別支援学校  

緑ヶ丘校  
〒514-0125 津市大里窪田町 357 059-232-1139 

かがやき特別支援学校  

あすなろ校  
〒514-0125 津市大里窪田町 340-5  059-253-2056 

※杉の子特別支援学校の肢体不自由：独立行政法人国立病院機構鈴鹿病院に入院する児童生徒  

 

県立以外の特別支援学校 

部門  学校名  所在地  電話番号  

知的障がい  

私立学校法人  

特別支援学校  

聖母の家学園  

〒510-0961 四日市市波木町 330-5 059-321-4502 

国立大学法人  

三重大学教育学部  

 附属特別支援学校  

〒514-0062 津市観音寺町 484  059-226-5193 
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第２部 

三重県立特別支援学校の 

センター的機能の活用にあたって 
保育園・幼稚園・小学校・中学校・高等学校の教職員のための利用の手引き 

第２部では、県立特別支援

学校のセンター的機能を

活用する際の手続きや具

体的な方法について説明

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内の障がいのある児童生徒に関する支援としては、各保育

園や幼稚園、小学校や中学校、高等学校（以下  学校等）での

支援（一次支援）、その学校等と同じ地域に所在する特別支援学

校のセンター的機能を活用した支援（二次支援）、さらに県内の

特別支援学校のセンター的機能の中核としての役割を担うかが

やき特別支援学校による支援（三次支援）といった、三層の構

造による広域的、段階的な支援体制を構築し、関係機関と連携

しながら支援を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三層の構造による段階的な支援体制  

 

１ 学校等での支援（一次支援） 

学校等において、園内や校内あるいは地域資源を活用しなが

ら、支援が必要な児童生徒に対する個別の指導計画を作成し、

支援を実施します。 

  学校等は、特別支援教育コーディネーター（以下 特別支援

教育ＣO）を中心に特別支援教育校内委員会で、該当する児童

生徒に対する支援方法を決定し、個別の指導計画やパーソナル

カルテを活用するなど途切れのない支援を行っていくことが重

要です。 

  各市町では、指導主事等による授業参観や指導助言、相談員

による巡回相談、みえ発達障がい支援システムアドバイザーに

よる支援などの支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●支援方法は定期的に見直

しを行い、新たな目標のもと

に支援を考えていくことが

大切です。  

 

●パーソナルカルテ  

三重県教育委員会が作成

した「障害のある子どもの自

立と社会参加を実現するた

め、早期からの一貫した支援

の提供や、子どもへの支援に

必要な情報を引き継ぐため

のツール」です。同様のもの

を作成している市町もあり

ます。  

 

●みえ発達障がい支援シス

テムアドバイザー  

市町に勤務する職員（小中

学校教員を含む）で、県立子

ども心身発達医療センター

の計画に沿って研修を修了

した人をさします。早期発見

と途切れない支援のために

市町でキーパーソン（発達総

合支援室等で保育所、幼稚

園、小・中学校に対して指導

的立場に立つ人）の役割を担

います。  

特別支援教育における段階的な支援体制 

５ 

二次支援 

特別支援学校のセンター的機能を活用した支援 

三次支援 

かがやき特別支援学校の医療機関と連携した発達障が
い等に関する専門的な支援 

一次支援 

学校等における障がいのある児童生徒等に関する支援 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 特別支援学校のセンター的機能を活用した支援（二次

支援） 

 

（１）特別支援学校による支援 

学校等において支援を実施したうえで、より専門的な支援が

必要な場合、特別支援学校のセンター的機能を活用した二次支

援につなげます。 

各特別支援学校では、教育部門毎（障がい種別）に蓄積して

きた指導支援のノウハウを活用し、「教育相談（巡回・電話・来

校）」「研修会開催」「ホームページを活用した情報発信」等によ

って学校等への支援を進めています。 

加えて、発達障がいに係る教育相談については、教育部門に

かかわらず、すべての特別支援学校が学校等からの支援要請に

対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）支援の要請から支援実施までの流れ 

学校等で対応できない支援については、学校で抱え込むので

はなく特別支援学校のセンター的機能を活用した二次支援に移

行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

二次支援の主な内容 
 
○児童生徒等の行動観察（授業参観）による実態把握 
○指導・支援方法の相談・助言  

 ○就学や転学等の相談・助言  
 ○進路や就労の相談・助言  
 ○事例検討会や校内委員会への参加・助言  
 ○個別の指導計画、個別の教育支援計画の作成に関する相

談・助言   
 ○校内支援体制の整備に関する相談・助言  
 ○他機関への支援の橋渡しに関する相談・助言  
 ○教職員研修会等の講師派遣  
 ○障がい理解に関する出前授業  
 ○資料や教材等の提供  他  

こんなことでお困りではありませんか？  

 
・特別な支援を必要とする子どもをどう支援したらいいのだ
ろう？  
・個別の教育支援計画や個別の指導計画はどう書いて、どう
活用すればいいのだろう？  
・学校以外に支援してくれるような関係機関と、どう連携し
ていったらいいのだろう？  
・特別支援教育に関する職員研修会を開きたいが、だれかア
ドバイスしてくれないだろうか？  
・学習がスムーズになるような教材教具やプリントがないか
な？ など  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校等から特別支援学校へ支援を依頼する場合の手続きにつ

いては次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）巡回相談におけるスタンダードモデルについて（図３：

Ｐ10） 

  指導・支援方法の相談・助言については、特別支援学校の特

別支援教育ＣＯが学校等を計画的に訪問し巡回相談を行ってい

ます。 

特別支援学校におけるセンター的機能を効果的に展開するた

めには、県内のどの地域であってもある程度統一的に支援でき

る仕組みが必要です。ここでは巡回相談に関するスタンダード

モデルについて示します。 

スタンダードモデルは、あくまでも学校等における個別の指

導計画に基づく指導・支援に対する巡回相談の標準形であり、

支援内容や支援回数は地域特性を考慮して運用します。  

 

①   巡回相談は基本的に年３回とします。１回目は課題・目

標・手だての確認、２回目は経過観察・手だての修正、３

回目は目標の到達度・次期目標の確認を標準とします。校

内の支援の充実度によっては相談回数が少なくなることも

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●二次支援において得た資

料や情報は、適正に管理し、

相談支援以外の目的で使用

しないこととします。  

 

●所管する市町教育委員会

等との情報共有を図りなが

ら進めていくことが大切で

す。  

 

●窓口機関が各校からの支

援の要請を把握し、支援回数

を調整することで、計画的な

支援が行われるようにしま

す。  

 

●「地域支援コーディネータ

ー等派遣依頼書」及び「主な

相談内容」に必要事項を記入

するだけで、スムーズに手続

きを進めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●個別の指導計画を基にし

た相談支援を行うことによ

り、前回の支援が実際に実施

されたのか、有効だったの

か、次回の手立てを  

どうするのか、など PDC 

A サイクルに基づいて相談

支援を継続します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

①   学校等において、特別支援学校に支援を依頼する内
容等を検討してください。 

②   実態把握や指導・支援の方法等の児童生徒等に関す
る依頼については、必ず保護者の同意を得てくださ
い。 

③   学校等は、原則として窓口となる機関（保育園と幼
稚園は所管する各機関、小中学校は各市町教育委員
会。以下 窓口機関）を通じて、特別支援学校に支援
を要請します。高等学校については、特別支援学校に
直接依頼してください。 

④   窓口機関と特別支援学校で学校等への支援の時期
や回数等を調整します。   

⑤   窓口機関が学校等へ支援の時期や回数等について
連絡します。 

⑥   学校等と特別支援学校が日程調整を行い、学校等は
地域支援コーディネーター等派遣依頼文書（様式１：
Ｐ14・15）を特別支援学校に提出します。 

⑦   特別支援学校が学校等に支援を行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  学校等における人材の育成や園校内の支援機能の充実を

目指しながら支援を行うこととし、継続して支援を希望す

る場合、状況に応じて相談回数を減らしていきます（昨年

度３回の相談であれば今年度は２回とするなど）。 

③  相談は、「個別の指導計画」に基づき実施することから、

巡回相談にあたっては、相談を依頼した学校等において「個

別の指導計画」が作成されていることを前提とします（「個

別の指導計画」作成に関する相談については、この限りで

はありません）。これにより、支援の積み重ねや充実・発展

とともに、学校等における「個別の指導計画」を基にした

指導支援の拡充が期待できます。 
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●三次支援は、かがやき特

別支援学校の３校（緑ヶ丘

校・草の実校・あすなろ校）

のコーディネーターが連

携して行います。定期的に

県立子ども心身発達医療

センター、三重病院、三重

大学医学部附属病院との

連携を図り、支援が進めや

すい体制づくりにつとめ

ています。  

 

●教育ＣＭ  

子ども心身発達医療セ

ンターの各職種と情報共

有して外部からの教育相

談に応じるとともに、各市

町の発達支援アドバイザ

ーとも連携して支援を進

めます。  

各特別支援学校のコー

ディネーターの総括的役

割を担います。  

 

●地域支援 CO 

要請を受けて、小中学校

等を支援している各特別

支援学校を支援する役割

を担います。  

 

●復籍支援 CO 

入院から退院まで、各関

係機関と連携しながら在

学中及び退院までの支援

を縦断的に検討・推進しま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）かがやき特別支援学校による支援 

かがやき特別支援学校は、発達障がいに関する支援を行う地

域支援担当部門を設置しており、「教育ケースマネージャー（以

下 教育 CM）」「地域支援担当特別支援教育コーディネーター

（以下 地域支援 CO）」「復籍支援担当特別支援教育コーディ

ネーター（以下 復籍支援 CO）」が専門的な支援を担当してい

ます。 

かがやき特別支援学校の教育 CM が相談窓口となり、同校の

地域支援 CO と情報共有しながら、必要に応じて各地域の特別

支援学校の特別支援教育 CO と連携して支援を行います。 

 

発達障がいに関する支援は特別支援学校の二次支援で行いま

すが、児童生徒等の状態が改善されない場合、特別支援学校が

かがやき特別支援学校に支援の要請をし、かがやき特別支援学

校は、特別支援学校に支援（三次支援）を行います。 

なお、次の場合においては学校等が直接かがやき特別支援学

校に支援を依頼することができます。 

 

○子ども心身発達医療センターに入院・通院歴があり、学校

等での一次支援では対応が困難で、児童生徒等の状態が改

善されない場合                         

○保護者が子ども心身発達医療センターへ受診予約をした

が、受診までの指導・支援について相談が必要な場合 

○発達障がいに関する支援で、子ども心身発達医療センター

等の医療機関との連携に関する相談が必要な場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなことでお困りではありませんか？  

・友だちとのトラブルで、効果的な支援が見つからず、支
援者が疲弊している。  

・こだわりが強くなってきたことで、学校生活や家庭生活
において本人が過ごしにくい状態が続いている。  

・子ども心身発達医療センターに受診の予約をしたが、診
察は数か月先と言われている。それまでに、アドバイス
をしてくれる人はいないかな？  

・保護者から、「主治医のいる子ども心身発達医療センタ
ーと連携してほしい」と言われたがどうしたらいいだろ
うか？   
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学校等が、かがやき特別支援学校に直接支援を依頼する際の

手続きについては、次の通りです。 

 

① 学校等において、相談内容等を検討してください。 

② 相談依頼の前に、必ず保護者の同意を得てください。 

③ 学校等は、管理職を通じ、かがやき特別支援学校あすなろ

校の教育ＣＭに相談の依頼をします。同時に窓口機関にも

依頼した旨を報告してください。 

④ 地域支援ＣＯは、学校等の担当者から支援内容等を聞き取

ります。 

⑤ 学校等は、かがやき特別支援学校に地域支援コーディネー

ター等派遣依頼書（様式１：Ｐ14・15）を直接提出します。 

⑥ 地域支援ＣＯが支援を行います。 

⑦ 支援の内容や支援の進み具合によって、地域支援ＣＯは該

当校が所在する地域の特別支援学校による支援へと移行し

ます（三次支援から二次支援への移行）。 

⑧ 以降は地域の特別支援学校が二次支援として支援を継続し

ます。 
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●三次支援に地域の特別

支援学校の特別支援教育

CO が帯同するなど、スム

ーズな移行ができるよう

に配慮します。  

 

●三次支援から年度をま

たいで二次支援を行う場

合は、年度初めの二次支援

の依頼手続きによるもの

とします。  



 

地域支援コーディネーター等派遣依頼書 

 

  年  月  日 

 

県立        特別支援学校長 宛て 

 

学校名   立     学校長 

 

本校の特別支援教育に係る相談について、下記のとおり貴校教職員の派遣をお願

いします。 

 

記 

 

１ 派遣日       年  月  日（  ） 

 

２ 時 間      時  分 ～  時  分 

 

３ 場 所 

 

４ 相談内容  裏面に記載 

 

 

※ すでに依頼した相談を継続する場合 

  

 派遣希望職員名                

 

【事務担当】 

職 名 

名 前 

電話番号 

FAX 番号 

様式１（参考） 
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依頼内容（該当する項目にチェック） 

 

 １ 実態把握 

    □ 児童生徒等の行動観察（授業参観）による実態把握  

 

 ２ 相談・助言 

（１）児童生徒等に関すること 

    □ 指導・支援方法の相談・助言 

    □ 就学や転学等の相談・助言  

    □ 進路や就労の相談・助言  

（２）校内体制等に関すること 

    □ 事例検討会や校内委員会への参加・助言 

    □ 個別の指導計画の作成に関する相談・助言 

    □ 個別の教育支援計画の作成に関する相談・助言  

    □ 校内支援体制の整備に関する相談・助言  

    □ 他機関への支援の橋渡しに関する相談・助言  

 

 ３ 講師等、その他 

    □ 教職員研修会等の講師派遣 

    □ 障がい理解に関する出前授業 

    □ 資料や教材等の提供  

    □ その他（以下にご記入ください） 
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【資料】 

１ 特別支援学校センター的機能の位置づけに関するこれまでの様々な動向 

（１） 学習指導要領における位置づけ 

①  平成２９年４月告示「特別支援学校小学部・中学部学習指導要領」  

 

 

 

 

 

②「特別支援学校高等部学習指導要領」  

 

 

 

 

 

③  平成２９年３月告示「小学校学習指導要領」 

 

 

④  平成２９年３月告示「中学校学習指導要領」 

 

 

⑤ 平成３０年告示「高等学校学習指導要領」  

 

 

 

（２）文部科学省関連の報告・答申等における位置づけ 

①平成１５年３月「今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）」  

 

 

 

 

 

 

 

 

②平成１７年１２月「特別支援教育を推進するための制度の在り方について（答申）」  

 

 

 

 

盲・聾・養護学校は、従来特定の児童生徒に対してのみ教育や指導を行う特別の機関として制度上

位置付けられているが、（中略）今後、小・中学校等において専門性に根差したより質の高い教育が

行われるようにするためには、盲・聾・養護学校は、これまで蓄積した教育上の経験やノウハウを

活かして地域の小・中学校等における教育について支援を行うなどにより、地域における障害のあ

る子どもの教育の中核的機関として機能することが必要である。  

今後は、特別支援教育における地域のセンター的機能を有する学校としての役割を踏まえ、この相

談等の業務をこれまで以上に重要なものと考えていくことが必要であり、例えば専門の部署の設置

等による相談支援体制の充実、地域の研修会等の企画や支援を通じた指導上の知識や技能の小・中

学校への普及等の取組を積極的に行うことについて具体的な検討を行うことが必要である。  

今後、地域において特別支援教育を推進する体制を整備していく上で、特別支援学校（仮称）中核

的な役割を担うことが期待される。特に、小・中学校に在籍する障害のある児童生徒について、通

常の学級に在籍する LD・ADHD・高機能自閉症等の児童生徒を含め、その教育的ニーズに応じた適

切な教育を提供していくためには、特別支援学校（仮称）が、教育上の高い専門性を生かしながら

地域の小・中学校を積極的に支援していくことが求められる。  

小学校又は中学校等の要請により、障害のある児童、生徒又は当該児童若しくは生徒の教育を担当

する教師等に対して必要な助言又は援助を行ったり、地域の実態や家庭の要請等により保護者等に

対して教育相談を行ったりするなど、各学校の教師の専門性や施設・設備を生かした地域における

特別支援教育のセンターとしての役割を果たすように努めること。その際、学校として組織的に取

り組むことができるよう校内体制を整備するとともに、他の特別支援学校や地域の小学校又は中学

校との連携を図ること。  

障害のある児童などについては、特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ、個々の児童の障害

の状態に応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものとする。  

障害のある生徒などについては、特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ、個々の生徒の障害

の状態に応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものとする。  

障害のある生徒などについては、特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ、個々の生徒の障害

の状態に応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものとする。  

高等学校等の要請により、障害のある生徒又は当該生徒の教育を担当する教師等に対して必要な助

言又は援助を行ったり、地域の実態や家庭の要請等により保護者等に対して教育相談を行ったりす

るなど、各学校の教師の専門性や施設・設備を生かした地域における特別支援教育のセンターとし

ての役割を果たすように努めること。その際、学校として組織的に取り組むことができるよう校内

体制を整備するとともに、他の特別支援学校や地域の高等学校との連携を図ること。  
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（３）三重県における諸計画による位置づけ 

平成２７年３月「三重県特別支援教育推進基本計画」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、盲・聾・養護学校における先進的な事例を踏まえ、特別支援学校（仮称）に期待されるセン

ター的機能を例示すれば、以下のとおりである。  

 ①小・中学校等の教員への支援機能  

 ②特別支援教育等に関する相談・情報提供機能  

 ③障害のある幼児児童生徒への指導・支援機能  

 ④福祉、医療、労働などの関係機関等との連絡・調整機能  

 ⑤小・中学校等の教員に対する研修協力機能  

 ⑥障害のある幼児児童生徒への施設設備等の提供機能  

特別支援学校のセンター的機能を充実させるために、それぞれの特別支援学校が、地域支援にかかる

情報を相互に共有し、効率的な支援体制や、地域への情報発信の方法などを工夫することで、効果的

な支援を進めます。  

また、小中学校や高等学校の教員等に指導や支援の考え方や方法を伝えることに加え、教員間の協力

に基づく組織的な校内支援体制の構築について助言を行うことで、小中学校、高等学校が自校で特別

支援教育を推進できる教育力の向上を支援します。  

センター的機能による研修会では、特別支援学校における授業研究の取組や研修にかかる内容を積極

的に地域に発信したり、特別支援学級の授業研究会で助言したりすることで、地域の特別支援教育の

啓発と充実を進めます。その際、特別支援学校からの一方的な支援ではなく、お互いが共に専門性を

向上させるという視点を大切に取り組みを進めます。  

発達障がいのある児童生徒等への指導・支援について、特別支援学校がこれまで蓄積してきた個別の

指導・支援にかかるノウハウを有効に活用することで、小中学校、高等学校等への支援の充実を図り

ます。  

「三重県こども心身発達医療センター（仮称）」に併設する新たな特別支援学校のセンター的機能の

あり方、および医療機関との連携や県内の特別支援学校間で連携した広域な支援体制について検討を

進めます。  
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